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マーク・ザッカーバーグは、２００４年ハーバード大学在学中１９歳でソー

シャルネットワーキングサービスサイト：フェイスブックを立ち上げました。 

ザッカーバーグは多くの企業から買収の依頼が舞い込んでも、お金を儲ける

為に作ったのではないとそれを拒否しました。現在彼のフェイスブックページ

には、世界の繋がりをより強くと記載されている様に、フェイスブックは世界

中の人と人とを繋ぐサービスとして発展しています。またザッカーバーグは自

分のフェイスブックアカウントに、妻プリシラが信仰する仏教に関して、仏教

は素晴らしい宗教であり哲学でもある。僕は徐々にそれについて学んでいる。 

仏教についてもっと深く理解出来る様に学び続けて行きたいと投稿しまし

た。またザッカーバーグは２０１５年中国旅行の際、西安市にある大雁塔を訪

れ、世界と家族の平和と健康を祈ったと、仏教史跡の前でひざまずく写真を投

稿しています。お釈迦様の説かれた無常（この世のものは移り変わり常なるも

のは無い）という教えを心にとめて日々の生活を送る事は仏道修行に通じます。

ただいつなんどきも無常の教えを心にとめて生活する事は難しいと思います。 

いきなり仏道修行と言うと、僧侶が行うものと感じるかもしれませんが、忙

しい日々の生活において、気持ち的に落ち込んでしまったり、或いはイライラ

して感情的になってしまったりと、心ここに非ずといった状態で日々を過ごす

様な経験が、少なからずあると思います。無常の教えを心にとめて生きる第一

歩として、一日一度は仏壇に向かうか、なければ心を落ち着け、無常の教えを

自分の心に取り戻す時間を作り、そして一日一日続けて行って貰いたいのです。 

頭で考え分かった様な気になってしまいがちですが、自らの心と身体で実践

する事が重要です。我々何時終わりが来るかは分かりませんが、何時かは終わ

る命です。だからこそ、まだ早過ぎるという事も、もう遅過ぎるという事もあ

りません。今から、ここから、一日に一度は自分の身体と呼吸を整えて、心で

お釈迦様と向き合い、お釈迦様の説かれた無常の教えを心にとめ、親から頂い

た自分の命の重み、ありがたさを再認識し一日一日を大切に過ごしましょう。 
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選択肢は２つ
今やるか
一生やらないか

人生における選択肢は２つ 
今やるか 明日やるか 
ではありません 
今やるか 一生やらないか 
どちらかです 
あなたが明日やろうと 
引き延ばしていることは 
結局一生やらないのです 
明日はきっとやると思い 
一生やらないことに気づくのは 
人生最後を迎えてからです 
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 映画「シカゴ」他４４作品に出演したアメリカの俳優リチャード・ギアは、

仏教の教えこそ、自分の行動全てを未来へ導く力そのものだと語っています。 

ギアは心を悩ませていた怒りの感情が、全ての苦しみは煩悩から来るものと

いう仏教の教えでコントロール出来たと話しています。怒りを感じると、他人

の感情を傷つけるリスクが頭に浮かび、めったにはないが、私がそうしてしま

った時には自分を許せないんだ。仏教のおかげで、自分の内面を掘り下げ、他

人の意見に惑わされず、そして他の人たちの痛みと喜びに共感することを学ん

だ。若い頃に抱えていた怒りを抑えるのにとても役に立ったと語っています。 

ギアは仏教によって、忍耐、寛容さ、そして高潔さを学んだといいます。ギ

アは様々な言動から、人道主義者の親日家としても知られ、黒沢明監督の「八

月の狂詩曲」に出演した際は、劇中で使用された念仏堂のオープンセットを解

体して、アメリカの自分の別荘に移築しました。２００７年にはエイズ患者救

済や世界中の様々な人道問題に働きかけている事が評価され、故郷フィラデル

フィア市より人道賞マリアン・アンダーソン・アワードを贈与されています。 

環境や生活のリズムが変わると慣れない事が多く、ストレスが溜まってしま

います。環境だけではなく社会の仕組みが変わったり、様々な場面で機械化が

進んだりと、今までとは違う変化が生じた時も同じです。ストレスが溜まると

心の余裕がなくなり、どうしてもイライラしてしまいます。受け取り手の心境

によっては、親切心から行う言動も逆効果になります。仏さまは、改めるべき

ものとして、貧り、怒り、愚かさを三つの毒と書き三毒として説いています。 

これらは煩悩の源であり、私たちの心の中にあると、自分だけでなく周りの

人たちも、気持ち良く毎日を過ごす事が出来ません。これらの煩悩、三毒は連

鎖していってしまうのです。その煩悩の源をいかに減らしていくか、なくす事

が出来るか、それは自分がいかに三毒に支配されているのかという事に気付く

事がまず第一歩です。怒りに身を任せて口論になったり、不満や愚痴をこぼす

のではなく、どうやったらその問題が解決するのかを話し合う事が大切です。 

       

キアヌ・リーブスはカナダの映画俳優です。リーブスの代表作「スピード」

や「マトリックス」、「ジョン・ウィック」の両シリーズは日本でも有名です。 

リーブスは表面を着飾るよりも、もっとやらなければならない重要な事があ

ると主張します。質素な暮らしを好み、利他の精神に溢れ、どんな人に対して

も平等に接し、また人から何を言われてもブレない、そんなリーブスは仏教を

信奉しています。映画リトルブッダでは、ゴータマ・シッダルタつまりお釈迦

様の役として出演、他にも仏教映画の製作に携わっています。そして彼は寛大

な心で様々な人々に寄附をしていて、それも大きな額を継続的に続けています。 

リーブスにとって、映画で得られる大金は不要な物の様で、慈善事業にその

ほとんどのお金が使われています。リーブスが財施を続けるのは、利他の心を

知るからで、見た目が質素なのも喜びの本質を知っているからです。表面を着

飾っていても心が虚しい人生より、見た目が質素でも利他の心で幸せに満ちた

人生が大事だと考えているからです。ハリウッド俳優としての才能を持ち、礼

儀正しく人としても際立ったリーブス、その根底には仏教の教えがあります。 

仏教ではこういった、自分ではない誰かの為の行いを他人の利益と書き利他

又は利他行と言います。どこにいても頻発する自然災害の脅威に晒される中、

誰もが自分の身を守り、周りが見えにくいこんな時だからこそ、他人を思いや

る利他の心を大切にしたいものです。人間として生まれて来たのも、多くの人

と出会いがあるのも、当たり前では無く様々なご縁に恵まれたからです。今改

めて有り難いという意味を嚙み締め、日々当たり前である事に感謝しましょう。 

コロナ禍によって、今まで当たり前に行っていた事や、当たり前に会ってい

た人とも会えなくなったり、制限された現実の中で当たり前が有り難いと実感

したのではないでしょうか。有為転変の世の中とは言いますが、なんだかいつ

までも出口の見えないトンネルの中にいる様で、不安な日々を過ごしているの

はあなただけではありません。ありがとうと思う事が、時間や物や相手を大切

にする心となってゆき、延いては豊かな人生に繋がって行くのだと思います。 

令和６年１月１０日  花園保育園 宮川 
＊財施…金銭や衣服食料などの財を施すこと、インド仏教僧龍樹の 

「大智度論」に典拠有り 
＊マリアン・アンダーソン賞…社会に良い影響を与え高く評価されたアーティストに

ペンシルベニア州フィラデルフィア市から贈られる賞 


